
整理番号 １ 

事業計画期間 令和５年度〜令和８年度（4年間） 山本の沢
（やまもとのさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

空知森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は夕張市沼ノ沢地区に位置する渓流である。
 平成30年9月6日に発生した胆振東部を震源とする地震の影響により渓岸斜面や山腹面から渓床内
に大量の土砂が流入、堆積し、その後の降雨等により既設ダムを乗り越え下流の農地、市道、また
水田に水を供給するための灌漑用水路を閉塞させる被害を与えた箇所である。
 渓床内には依然として不安定土砂が堆積している状況にあり、今後の降雨、融雪等によりこれら
保全対象に再び被害を与えるおそれがあることから、当該事業により土砂流出防止を図るため渓間
工を計画したものである。

主な事業内容 渓間工2基 水路工30ｍ
主な保全対象 農地（水田） 市道 
総  事  業  費 80,000千円

管内図

事業箇所

至 札幌市

至 岩見沢市



整理番号 ２ 

事業計画期間 令和4年度〜令和6年度（3年間） 雲井沢
（くもいざわ）
（北海道）

事業実施主体 北海道森林管理局
空知森林管理署

北空知支署

縮尺位置図  １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

主な事業内容  渓間工 ２基
主な保全対象  国道100m 町道670m 農地7.83ha
総  事  業  費  70,000千円

 当該箇所は、1級河川雨竜川上流に位置し直下には町道旭線及び下流には札幌市から道北を結ぶ国道
275号が走っており、その周囲には農地が広がっている。
 近年の融雪や降雨により既設ダムの洗掘が進み河床低下を招いたことにより、直下の町道橋梁の橋台基
礎にも影響を与え、下流の農地まで土砂が流出した箇所である。
 既設ダムの上流には現在も転石や倒木が不安定な状況で堆積しており、このまま放置すると今後の降雨
等により、下流の国道･町道･農地等に被害を及ぼすおそれがある。
 このため、当該事業により不安定土砂の固定と土砂流出を抑制し、橋梁橋台基礎の洗掘防止及び下流域
の保全を図るため渓間工を計画したものである。
  なお、実行に伴い詳細調査を行った結果、総事業費に変更が生じる事によりB/Cの確認が必要となった
ため、令和3年度に行った評価について再評価を行う。

管内図

事業箇所



整理番号 ３ 

事業計画期間 令和５年度（１年間） ヌクシュナイ沢
（ぬくしゅないさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

日高北部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、沙流郡日高町字千栄の沙流川上流域にあるヌクシュナイ沢である。
 平成28年8月23日の台風9号により最大24時間雨量104.5mmを観測し、山腹崩壊、渓岸侵食が発
生、また既設谷止の放水路下部が洗掘され堤底部が露出してしまった影響等により大量の土砂が流出
し、下流の保全対象へ被害を与えた。
 当該事業により崩壊地の更なる拡大及び土砂流出防止、既設谷止の保護、更には保全対象の採草地
及び事業所の保全を図るため渓間工を計画するものである。

主な事業内容 渓間工1基
主な保全対象 採草地3.70ha 事業所（採石）1棟
総  事  業  費 55,100千円

管内図

事業箇所



整理番号 ４ 

事業計画期間 令和５年度（１年間） 樹魂の沢
（じゅこんのさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

日高北部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、沙流郡日高町字千栄の沙流川上流域にある樹魂の沢である。
 平成28年8月23日の台風9号により最大24時間雨量104.5mmを観測し、山腹崩壊、渓岸侵食が発
生、また既設谷止の放水路下部が洗掘され堤底部が露出してしまった影響等により大量の土砂が流出
し、下流の保全対象へ被害を与えた。
 当該事業により崩壊地の更なる拡大及び土砂流出防止、既設谷止の保護、更には保全対象である国
道の保全を図るため渓間工を計画するものである。

主な事業内容 渓間工1基
主な保全対象 国道80ｍ
総  事  業  費 20,400千円

管内図

事業箇所



整理番号 ５ 

事業計画期間 令和５年度（１年間） 東桂の沢
（とうけいのさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

日高南部森林管理署

縮尺位置図  １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、新冠郡新冠町厚別川上流域の１つであり、令和４年8月16日の発達した低気圧の
通過に伴い、新冠町の新和観測所では、最大日雨量93.0mm、最大時間雨量25.5mmを記録した。
 この大雨により、土砂が流出し牧草地へ被害を与えた。
 渓流内には未だ不安定土砂の堆積が認められ、今後の降雨・融雪等によってさらなる土砂の流出が
発生するおそれがあるため、土砂流出の抑制及び保全対象への被害防止を図るため渓間工を計画した
ものである。

主な事業内容 渓間工1基
主な保全対象 牧草地1.50ha 道道100m
総  事  業  費 60,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 ６ 

事業計画期間 令和5年度〜令和10年度（6年間） アフトロマナイ川
（あふとろまないがわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

宗谷森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は利尻郡利尻富士町旭浜地区に位置し、利尻山を頂点とした広大な崩壊地を擁した渓流となってお

り、土砂の生産活動が活発なため、定期的に治山工事を実施してきたところである。

 近年では平成２８年の集中豪雨により土石流が発生し、下流の保全対象及び既存の治山施設に甚大な被害を

与えており、施設災害復旧工事により復旧はしたものの、現在も渓床には大量の不安定土砂が堆積している。

 今後の豪雨等により下流の保全対象及び既存の治山施設に大きな被害を与えるおそれがあるため、当該事業

により新規の渓間工を実施し、下流の保全対象及び既存の治山施設への被害を防止するため計画したものであ

る。
主な事業内容  渓間工 5基
主な保全対象  人家24戸、道道800m
総  事  業  費  580,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 ７ 

事業計画期間 平成31年度〜令和10年度（10年間） 10号の沢
（じゅうごうのさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

網走西部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は遠軽町東部に位置し、経年の降雨、融雪等による渓岸侵食及び斜面崩壊等で発生した不
安定土砂が堆積しており、今後の降雨による土砂の移動、侵食による荒廃の進行、斜面崩壊の発生に
よる崩壊地の拡大及び不安定土砂の流出により下流の農地・国道等へ被害を及ぼすおそれがある。
 このため、当該事業により崩壊地の拡大の防止と渓床の安定を図るため計画したものである。
 事業実行に伴い詳細調査を行った結果、総事業費に変更が生じたことから、B/Cの確認が必要と
なったため、平成30年度に行った評価について再評価を行う。

主な事業内容 山腹工0.07ha、渓間工8基、護岸工40m
主な保全対象 国道200m、林道1343m、農地3.0ha
総  事  業  費 417,200千円

管内図

事業実施予定箇所



整理番号 ８ 

事業計画期間 令和５年度〜令和９年度（５年間） ウラシマナイ地区
（うらしまないちく）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

網走西部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、遠軽町南部のウラシマナイ地区にある渓流で、平成28年度の豪雨に伴う山腹崩壊に
より発生した大量の土砂及び倒木が河川を塞いでしまっている状況である。下流には併用林道、農
地、道道があり、このまま放置した場合、今後の豪雨等により河川内に堆積した土砂及び倒木が流下
し、被害を与えるおそれがある。
このため、当該事業により崩壊地の拡大及び土砂流出を抑制し、下流域の保全を図るため計画したも
のである。

主な事業内容 山腹工0.73ha、渓間工２基
主な保全対象 併用林道800m、農地5.0ha
総  事  業  費 246,000千円

管内図



整理番号 ９ 

事業計画期間 令和５年度〜令和９年度（５年間） 下七点沢
（しもななてんざわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

網走西部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

 当該箇所は、遠軽町丸瀬布にある下七点沢で、経年の降雨や融雪水により渓岸浸食が発生し、不安
定土砂等が堆積しており、直下には高規格道路や学校、住宅、町道が存在している。
このまま放置した場合、不安定土砂等の流出により、下流にある保全対象に被害を与えるおそれがあ
る。
このため、当該事業により土砂流出を抑制し、下流域の保全を図るため計画したものである。

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

主な事業内容 渓間工３基
主な保全対象 高速道路 100ｍ、町道300ｍ、学校、住宅16戸
総  事  業  費 155,000千円

管内図



整理番号 10

事業計画期間 R２年度〜R６年度（5年間） 白滝の沢
（しらたきのさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

網走中部森林管理署

縮尺位置図 1/20,000

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当計画地区は、平成28年８月の台風上陸に伴う豪雨により大量の土砂及び流木が下流の道道へと
流出し被害を受けた箇所である。上流域には既設のダムが数基設置されているがすべてが満砂状態
で、渓床内には依然として不安定土砂等が堆積しており、地元町長からも下流や周辺への被害を懸念
し、要望書も出されている。
 今後の豪雨等により、道道や公共施設に被害を与えるおそれがあることから、渓間工を計画したも
のである。
 
 なお、事業実行に伴い詳細調査を行った結果、事業内容及び事業費に変更が生じたことから、B/C
の確認が必要となったため再評価を行う。

主な事業内容 渓間工４基 
主な保全対象 道道200m 公共施設 おけと湖
総  事  業  費   232,782千円

管内図

計画箇所



整理番号 11

事業計画期間 令和５年度〜令和６年度（２年間） 知方学（浅井の沢）
（ちほまない（あさいのさわ））

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

根釧西部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、釧路町知方学地区に位置する渓流で、その流末は太平洋へ流入しています。
 この地区は平成２８年時の台風により大きな被害を受けた地区でもあり、渓流内には山腹崩壊地等
が確認され、その崩壊土砂や流木が不安定な状態で渓床に堆積しています。
 直下には町道及び人家があり、その町道は漁場へとつながっており、住民の生活道路として利用さ
れています。
 今後の降雨等により山腹崩壊の拡大及び不安定土砂等の流出により町道、人家及び漁場に被害を与
えるおそれがあるため、当該事業により土砂等の流出を抑制し、下流域の保全を図るため渓間工を計
画したものである。

主な事業内容  渓間工 2基
主な保全対象  町道 500m 人家 漁場
総  事  業  費  70,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 12

事業計画期間 令和５年度〜令和７年度（３年間） 相泊地区
（あいどまりちく）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

根釧東部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当計画地は、令和３年６月の豪雨により山腹崩壊が発生した箇所である。この山腹崩壊により、

斜面下部にある雪崩防止柵等の道路施設へ土砂や倒木が流出し被害を与えた。現在も斜面には倒木

や不安定土砂が堆積しており被害箇所も裸地化している。また、当該地近隣斜面では近年全層雪崩

被害が多発していることから、斜面下部の道道８７号及び人家へ雪崩等の被害を与えることも懸念

されている。

 以上のことから、下流部の保全対象の保全と保安林機能の維持・向上を図るため山腹工を計画し

たものである。
主な事業内容  山腹工 0.20ha
主な保全対象  道道200m、人家2戸
総  事  業  費  42,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 13

事業計画期間 令和５年度〜令和６年度（２年間） 20点沢
（にじゅってんさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

十勝東部森林管理署

縮尺位置図 1:50,000

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該地区は本別町市街地より東部に位置しており、平成28年8月の台風上陸に伴う豪雨により山
腹崩壊が発生し、土砂等が下流へ流出し被害を受けた箇所である。
 上流域では、既設の山腹工事が施工されているが経年劣化等による損傷に伴い、崩土及び倒木が
多く発生しており、不安定土砂等が堆積している。
 今後の豪雨等による土砂等の流出により、下流の農地や道道等に被害を与えるおそれがあること
から、土砂を抑制し、下流の保全と地域住民の生活に対する安全・安心を確保するため渓間工を計
画したものである。

主な事業内容 渓間工２基
主な保全対象 農地、道道
総  事  業  費 111,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 14 

事業計画期間 令和５年度〜令和６年度（２年間） 岩口の沢
（いわぐちのさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

十勝東部森林管理署

縮尺位置図 1:50,000

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該地区は足寄町市街地より東部に位置しており、平成28年8月の台風上陸に伴う豪雨により山
腹斜面の崩壊及び渓床からの土砂等が流出し農地等に被害を与えた箇所である。
 山腹崩壊面及び渓床内には依然として不安定土砂等が堆積している状態であり、今後の降雨等に
より、林道、農地、町道等の保全対象に被害を与えるおそれがあることから、当該事業により崩壊
地の拡大及び土砂流出の防止を図るため、山腹工及び渓間工を計画したものである。
 

主な事業内容 渓間工１基、山腹工0.20ha
主な保全対象 林道、農地、町道（橋梁）
総  事  業  費 105,000千円

管内図

計画箇所



整理番号 15

事業計画期間 令和４年度〜令和６年度（３年間） オナオベツ沢
（おなおべつさわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

十勝西部森林管理署

縮尺位置図  １：50,000

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該地は広尾郡広尾町南部に位置し、国道336号線（黄金道路）を横断して太平洋に至る渓流である。
 本渓流では令和３年8月、11月の降雨（最大日雨量150mm）に起因する渓岸侵食等によって土砂及び濁水
が太平洋沿岸に流出し、直下で行われている昆布漁や定置網漁に被害を与えた。
 渓床内には不安定土砂や渓岸侵食が多数散在しており、また山腹斜面の崩壊も確認されたことから、今後
の降雨によって侵食・崩壊の拡大や土砂の再生産・再移動が発生し、直下の国道や漁場へ被害を及ぼすおそ
れがあることから、地元漁協組合からも強く対策を要望されているところである。
 このため、渓間工及び山腹工により渓岸侵食・土砂移動の防止を図り、国道と漁業の保全に資するために
計画したものである。
 なお、事業実行に伴い詳細調査を行った結果、事業内容及び総事業費に変更が生じた事によりB/Cの確認
が必要となったため、令和3年度に行った評価について再評価を行う。

主な事業内容  渓間工 ３基、山腹工0.87ha
主な保全対象  国道１０0ｍ 魚家１戸 漁場
総  事  業  費  414,250千円

管内図

事業箇所



整理番号 16 

事業計画期間 令和５年度〜令和８年度（４年間） 中の沢川
（なかのさわがわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

十勝西部森林管理署
東大雪支署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、上川郡新得町南部に位置し、平成28年度の台風による大雨等により多量の土砂が流

出し林道が損壊する被害を与えた。渓床内には依然として不安定土砂等が大量に堆積しており、下流

には道央圏と道東圏とを結ぶ高速道路（道東道）が存在する。

 このまま放置した場合、山腹崩壊等の拡大及び不安定土砂等の流出により、下流にある高速道路等

に被害を与えるおそれがある。

 このため、当該事業により崩壊地の拡大及び土砂流出を抑制し、下流域の保全を図るため渓間工を

計画したものである。
主な事業内容 渓間工 3基
主な保全対象 林道 200m、高速道路 80ｍ
総  事  業  費 240,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 17

事業計画期間 令和5年度〜令和7年度（3年間） よびたらし地区
（よびたらしちく）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

檜山森林管理署

縮尺位置図  １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、上磯郡木古内町のよびたらし川流域に位置し、度重なる集中豪雨により山腹崩壊地の
発生及び流下した土砂により渓流内には不安定土砂が堆積している。
 令和3年には降雨の影響を受け、堆積した不安定土砂が流出し牧草地の水路を閉塞させる等の被害
が発生した。
 当該地は牧草地及び林道と隣接しており、これら保全対象に土砂流出による被害を与えるおそれが
あることから、山腹崩壊地の復旧、土砂流出の防止を図るため山腹工及び渓間工を計画したものであ
る。

主な事業内容  渓間工 1基  山腹工 0.16 ha 
主な保全対象  牧草地 1.81ha 林道 ３０0m
総  事  業  費  98,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 18

事業計画期間 令和５年度〜令和８年度（4年間） 大川地区
（おおかわちく）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

檜山森林管理署

縮尺位置図  １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、上磯郡木古内町の木古内川流域に位置し、度重なる集中豪雨により流下した不安定土
砂が渓流内に堆積している。
 令和３年には降雨の影響を受け、堆積した不安定土砂が流出し牧草地の水路を閉塞させる等の被害
が発生した。
 当該地は牧草地及び道道と近接しており、これら保全対象に土砂流出による被害を与えるおそれが
あることから、土砂流出の防止を図るため渓間工を計画したものである。

主な事業内容  渓間工 ４基
主な保全対象  牧草地 1.50ha 道道400m
総  事  業  費   199,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 19

事業計画期間 令和５年度〜令和６年度（２年間） 稲穂地区
（いなほちく）
（北海道）

事業実施主体 北海道森林管理局
檜山森林管理署

縮尺位置図  １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、奥尻郡奥尻町稲穂地区に位置し、町道・民地に隣接している。
 近年の豪雨により森林の傾倒や表層剥離崩壊が進行していたが、令和４年８月の低気圧による豪
雨により山腹崩壊が発生し、直下の民地敷地内や町道に土砂が流出する災害が発生した。
 当該地は町道のほか、人家や町の避難施設なども近接しており、地域住民の安心・安全の確保及
び保全対象への被害を防止するため山腹工を計画したものである。

主な事業内容  山腹工 0.50ha
主な保全対象  人家 ２戸 町道４０m 町道施設４０m
総  事  業  費  ６５，０００千円

管内図

事業箇所



整理番号 20

事業計画期間 令和5年度〜令和７年度（３年間） 二股川（５４９林班の沢）
（ふたまたがわ（５４９りんぱんのさわ））

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

渡島森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 復旧治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、山越郡長万部町の大峯地区にある渓流で、平成２５年度に実施した治山施設点検によ
り既設治山施設（S３６年施工 方格材谷止工）が倒壊の危険を指摘された箇所である。
 既設谷止工上流は満砂しており、今後の豪雨等により倒壊した場合、直下の道道８４２号大峯双葉
線に多量の土砂が流下し被害を与えるおそれがある。
 またこの道路は「二股ラジウム温泉」へ通じる唯一の道路であり、土砂流出により通行止めとなっ
た場合孤立状態となることから、災害の未然防止及び下流域の保全を図るため渓間工を計画したもの
である。

主な事業内容 渓間工 １基
主な保全対象 道々 ２００ｍ
総  事  業  費 106,400千円

管内図



整理番号 21

事業計画期間 令和５年度〜令和７年度（３年間） 奥沢川
（おくさわがわ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

上川北部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 予防治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該計画箇所は、士別市の南東部に位置する普通河川奥沢川の支流である。
当該渓流は、崩壊土砂流出危険地区Ａの判定となっているが、過去の降雨等で大きな被害を受けてい
なかったことから未着手となっている。
 下流域には士別市道朝日林内３号道路や民家等もあり、ひとたび災害が発生すればこれらに被害を
与えるおそれがある。
 保全対象への被害予防のため、当該事業により土砂流出及び流木を予防し、下流域の保全を図るた
め渓間工を計画したものである。

主な事業内容 渓間工 ２基
主な保全対象 人家７戸、士別市道朝日林内３号道路９００ｍ
総  事  業  費 ７０，０００千円

管内図

事業箇所

至 士別市朝日町市街



整理番号 22

事業計画期間 令和５年度〜令和６年度(3年間) 元浦地区
（もとうらちく）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

渡島森林管理署

縮尺位置図 1:50,000

 当該箇所は北海道久遠郡せたな町より北北東へ８kmに位置し、直下には人家がある。
近年の豪雨や豪雪の影響により山腹面からの小規模な落石が頻発するようになり、人家の屋根や壁に
損傷を与えている。
 山腹面は風化岩が主で、多数の亀裂や浮石も散見されており、今後の凍結融解や地震等により大規
模な崩落が予想されることから、山地災害未然防止のため計画したものである。

地 区 概 要 表
事業名 予防治山（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

主な事業内容 落石防止網工 0.32ha
主な保全対象 人家3戸 国道100m
総  事  業  費 ７０，０００千円

管内図

事業箇所



整理番号 23 

事業計画期間 令和5年度（1年間） 芦別
（あしべつ）
（北海道）

事業実施主体 北海道森林管理局
空知森林管理署

縮尺

＝事業箇所

位置図  １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 保安林整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該地域は、空知川の支流域に位置する人工林である。
 林内は侵入木によりうっ閉し、つるが絡まった状況であり植栽木の成長を阻害している。
 このまま放置した場合植栽木の生育を著しく阻害し、水源かん養機能の低下等を招くおそれがあ
ることから、植栽木の生育を促進し保安林機能の回復・強化を図ることを目的としてつる切・除伐
を計画したものである。

主な事業内容  つる切・除伐 80.00ha
主な保全対象
総  事  業  費  10,000千円

管内図



整理番号 24 

事業計画期間 令和５年度（１年間） 日高南部
（ひだかなんぶ）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

日高南部森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

地 区 概 要 表
事業名 保安林整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当計画地は、日高郡新ひだか町のシュンベツ川流域に位置する人工林である。
 計画人工林内は侵入木を含め過密状態にあり、植栽木の生育が著しく阻害されている状態である。
 今後、この人工林がさらに過密化すると下層植生の生育を妨げ、降雨時等に表土流出のおそれがあ
るため、本数調整伐による森林整備を行い、早期に林内の照度を上げ、下層植生の健全な生育を効果
的に発揮させることで保安林機能の強化を図る計画である。

主な事業内容 本数調整伐36.81ha
主な保全対象
総  事  業  費 8,000千円

管内図

事業箇所



整理番号 25

事業計画期間 R5年度〜R10年度(6年間) 常呂地区
（ところちく）
（北海道）

事業実施主体 北海道森林管理局
網走中部森林管理署

縮尺位置図 1/20,000

地 区 概 要 表
事業名 保安林整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当計画箇所は、北海道北見市常呂町に所在し、オホーツク海から吹いてくる強風等による気象条件
が著しく厳しい地区である。
 樹木の成長に伴い枝が民有地（農地、人家、公道）に張り出しており、農業用機械との接触や自動
運転機能に支障をきたすおそれがある。
 また、枯損・傾斜木の増加等も見られるようになり近隣住民からも、枝切りや伐採等の整備要望を
受けている状況にあります。
 そこで、近隣住民の要望に応じつつ防風林機能を維持増進できるよう本数調整伐等を実施するため
の計画である。

主な事業内容 本数調整伐ほか
主な保全対象
総  事  業  費 39,000,000円

管内図

事業箇所



整理番号 26

事業計画期間 令和５年度〜令和９年度（５年間） 斜里地区
（しゃりちく）
（北海道）

事業実施主体 北海道森林管理局
網走南部森林管理署

縮尺

別添のとおり

位置図   1:50,000

地 区 概 要 表
事業名 保安林整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、オホーツク海からの強風に対し農耕地を保全するために造成された防風保安林であ
る。森林の高齢級化に伴い、保安林機能を維持するためには手入れが必要な状況であるが、林内に
アクセスするためのインフラがないことなどが課題となっている。
 また、防風保安林から国有林境界を越えて枝が伸びることによる日陰部の増大や、農業機械への
通行支障、枯立木の農地への倒木等が発生するなど、地元農家からの苦情を受けている状況にあ
り、斜里町長及び地元農業団体から防風林の整備の係る要望を受けていることから、管理用道路を
整備した上で、本数調整伐、植栽等整備を実施する計画である。

主な事業内容 保安林管理用道路作設、本数調整伐、植栽等
主な保全対象
総  事  業  費 85,000,000円

管内図



整理番号 27

事業計画期間 令和５年度〜令和９年度（５年間） 小清水地区
（こしみずちく）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

網走南部森林管理署

縮尺位置図 1:50,000

地 区 概 要 表
事業名 保安林整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

 当該箇所は、オホーツク海からの強風に対し農耕地を保全するために造成された防風保安林であ
る。森林の高齢級化に伴い、保安林機能を維持するためには手入れが必要な状況であるが、林内にア
クセスするためのインフラがないことなどが課題となっている。
  また、防風保安林から国有林境界を越えて枝が伸びることによる日陰部の増大や、農業機械への
通行支障、枯立木の農地への倒木等が発生するなど、地元農家からの苦情を受けている状況にあり、
地元農業団体から防風林の整備の係る要望を受けていることから、管理用道路を整備した上で、本数
調整伐、植栽等整備を実施する計画である。

主な事業内容 保安林管理用道路作設、本数調整伐、植栽等
主な保全対象
総  事  業  費 85,000,000円

管内図



整理番号 28

事業計画期間 令和５年度（１年間） 室蘭地区
（むろらんちく）

（北海道）
事業実施主体 北海道森林管理局

後志森林管理署

縮尺位置図 １：５０，０００

 当該箇所は伊達市・壮瞥町に跨がる有珠山山腹に位置し、林内は密度が高くなっているため照度環
境が悪化し下層植生の生育を阻んでいる状態で、水源かん養機能の低下が懸念される状況にあり、現
状のまま放置すれば、表土の流出等により周辺地域に影響を及ぼすおそれがある。
 このため、植栽木の健全な生育及び天然下種等の効果促進を図るため、本数調整伐を実施して保安
林機能を十分に発揮させるために計画したものである。

地 区 概 要 表
事業名 保安林整備（国有林） 事業実施地区名

（都道府県名） 
事
業
目
的

主な事業内容 本数調整伐 30.00ha
主な保全対象
総  事  業  費 7,000千円

管内図

事業箇所


